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自然の薫る学園前、落ちついた街並みと共に快適さと

利便性を兼ね備えた立地は、心身ともに最高の環境です。

老年期を迎えられた方々 が、真
・つ赤に実るりんごのように

円熟した日々 を生き生きと安心して送って頂きたい。

そんなメッセージが「アップル」という言葉には込められて

います。

医療法人埼峯会

総合パンフレット

馨



齢の方が安全・安心、いきいきと健康
スを提供し、在宅復帰を進め、在宅支

経営理念
「家族の絆を深め、在宅生活の喜びを創造する」

経営指針
1.利用者満足度の向上   ～利用者の目線にたった感動を呼ぶサービスの提供～
2.職員のモチベーションの向上  ～職員各人の自己実現をめざして～

生活リハビリを含む広義のリハビリ方針
「利用者が在宅で1固々の思いを達成できるよう、すべての職員が共通の意識を持つて

協力し、安全B安心をベースにリハビリテーションを行う。」

行動指針

1・「敬いの心」を持つて、「笑顔」で支援を行います。
2.自 ら進んで自己啓発に努めます。
3.チームワークを尊重し、協力して業務にあたります。
4.積極的に新たな提案を行い、実行します。
5.法律日規則を順守し、職場秩序を維持日向上させます。
6.明るく清潔感のある環境を創ります。

地域に開かれた施設となるために、地域社会への貢献のために

アップルの集い (医療日介護に関する講演会 )、 ほのぼのサロン(ご高齢の方のサロン)、

アップル認知症フォーラム、登美ヶ丘健康サロン(週 1回 1時間の健康体操 )

平成 5年登美ヶ丘クリニックを開院以来、地域に根ざした事業を展開しております。

介護老人保健施設アップル学園前
<施設入所・短期入所>

アップル学園前在宅
ア 通所リハビリテーション

居宅介護支援

看護小規模 宅介護 アップル登美ヶ丘 アップル学園前パワ リテーション

訪問看護ステー ル学園前 登美ヶ丘クリエック
・小児科・リハビリテーシヨン科〉
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アップル学園前ヘルパーステーシヨン

く訪問介護・福祉用具貸与口特定福祉用具販売〉
アップル学園前訪問リハビリテーション



施設のご案内
登隻ク丘クリニック
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援センター、訪問看護、

ヘルパーステーション、

訪問リハビリ)
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広くて明るくのびのびとした浴室

で、入浴サービスを提供します。
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醜

本館 2階  饉
(通所リハビリ、事

務所)

り′ヽピリ軍

れ顔リハピリテーション

温かみのあるフロア。

居室には床暖房、浴

室には小型介護浴槽

を設置しています。
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バリアフリー設計

の療養室は、個

室と4人部屋があ

り、清潔 に保ち

ます。
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四季に合わせた多彩な行事
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介護老人保健施設アップル学園前

フップル学園前通所リハピリテーション

アップル学園前在宅介護支援センター

登美ヶ丘クリニック

訪P□B看護ステーションアップル学園前

アップル学園前ヘルパーステーション

アップル学園前訪聞リハビリテーション

アップル学園前メヾワーリハピリテーション

看護4ヽ規模多機能型居宅介護アップル登美ヶ丘

鹿メ告嵯宅地

登美Ⅲ丘

'と

中
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逓鉄森良線

電車ツミスをご利用の場合

〇近鉄奈良線「学園前駅」北日の5番バス乗場から

「学研奈良登美ヶ丘駅」、「学研北生駒駅」又は「中

登美ヶ丘4丁 目J行きバスに乗車、「中登美ヶ丘4丁

目」下車1分

O近鉄けいはんな線「学研奈良登美ヶ丘駅」1番バス

乗場から中登美ヶ丘4丁目・大渕橋経由「学園前駅」

行きバスに乗車、「中登美ヶ丘4丁 目」下車1分

お車をご利用の場合

○第二阪奈道路中町ICから車で北へ約20分

医療法人 Jヒ寿会

〒631-0003奈良市中登美ヶ丘4丁 目3番

TEL 0742-51-2200 FAX 0742-51-2201

介護老人保健施設 アップル学園前

アップル学園前通所リハビリテーション

アップル学園前パワーリハビリテーション

TEL 0742-51-2200 FAX 0742-51-2201

アップル学園前在宅介護支援センター

TEL 0742-51-5622 FAX 0742-51-5633

訪問看護ステーションアップル学国前

TEL 0742-51-2270 FAX 0742-51-2275

登美ヶ丘クリニック

TEL 0742-41-6556 FAX 0742-41-6355

アップル学園前ヘルパーステーション

TEL 0742-52-6620 FAX 0742-52-6630

アップル学園前訪問リハビリテーション

TEL 0742-81-3035 FAX 0742-52-6630

看護小規模多機能型居宅介護アップル登美ヶ丘

TEL 0742-52-9191 FAX 0742-52-9202
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ル学園前ア

医療法人 北寿会 のご案内

t俸坑翌琶A儡礎麓設ワッワル専巨砒

チ フリ現し狙礎斑り肥リラウ功

「ろうけん=介護老人保健施設」は、介護を必要とする高齢者の自立を支援し、家

庭への復帰を目指すために、医師による医学的管理の下、看護・介護といつたケアは

もとより、作業療法士や理学療法士等によるリハビリテーション、また栄養管理・食事 H

入浴などの日常サービスまで併せて提供する施設です。

介護老人保健施設をご利用いただける方は、介護保険法 | 保険者で要介護

認定を受けた方のうち、病状が安定していて入院 介護度1～ 5

の方で、リハビリテーションを必要とされ

ご家族が冠婚葬祭や旅行日介護疲れなど 場ヽ合、

短期間入所していただき、医療的管理の下でリ させてい

ただきます。※要支援の方もご利用いただけます

入浴、食事、リハビリテーションその他の日常

生活のお世話を日帰りでご利用いただけます。

医師をはじめ、看護 H介護職員、理学療法士、作

業療法士などの専門スタッフが協力して、理学

療法、作業療法その他必要なリハビリテーション

を行うことにより、ご利用者の心身の機能の維

持・回復をめざします。

ご家族ゆつたりくつろげるスペースです

4階は、上品で落ち着いた色使いの内装で、

安心して過ごしていただけます。

〃

J子 ラップL窃巴亜Jワ里りnEウラ理シュラ

広く開放的な通所リハビリテーションフロア !

フィットネスクラブのような雰囲気の中、楽しい仲

間と一緒にいきいき元気に楽しみながら、ご本人

の状態に合わせた負荷でマシントレーニングを行

い、足の運ぴや姿勢などを改善させるものです。

そして、外出することへの不安を解消し、外出する

楽しみを持つてもらうことで、活動性の向上をめざ

すリハビリです。

午前コースと午後コースがございます。右記の

ような高齢者リハビリ専用のマシンを8台用意して

おり、お一人お一人に合わせたトレーニングを行

いますので、ご安心ください。送迎サービスもござ

います。

自宅で行う機能回復訓練 (リハビリテーション)のことです。

加齢や脳梗塞などの病気の後遺症で身体能力が低下し、一

人でトイレに行つたり、調理をするといった日常生活の動作が

難しくなつてきた方に、自立して生活できるよう、リハビリテー

ションを行うサービスです。
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マシンがずらりと並んだ明るいパワーリハビリ

パワーリハビリでは,マン
ントレーニングのほか。身
体の滞った血液を押し流す
ストレッチ体操を行ってい
ます。
血行をよくすることで。気
持ちも体も軽く感じます !!

チ フップ】し窃巨1説斑り,1ゼリラ壁シュラ
f~氏 h_

士 に

常雹

鼻Ⅲを

り・日常生活の

一時的に介

リハビリ



アップル学園前
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チ フップル専ElへW卜務ウ功 介護タクシー

事業も実施

R14零
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介護福祉士等のホームヘルパーが在宅での介護を必要とされる高齢者の自宅に訪問し

て、食事・排泄・入浴などの介助や調理・掃除・洗濯等の家事、生活・身体・介護等に関す

る相談・助言などを行うものであり、ご本人やご家族をサポートしていくサービスです。

購
本人ができることはできる限り本人が行うことを基本として、徐々に利用者にできる生活行為を増やしていき、在宅生活の

向上につながるようにバックアップを行うサービスです。

鰯 醐   阻 鶴 醐 団 劇 勝 懲
心身の機能が低下し、日常生活を営むのに支障のあるご利用者の健康状態や住環境に合わせた福祉用具を選定し、福

祉用具貸与・販売を行い、少しでも自立した生活やご家族の介護負担の軽減を目指し、お手伝いいたします。
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チ 剛 脚朗煙剛琶フリ現し豊効丘

ケアマネジャーが要介護者などからの相談に応じ、ご本人の心身の状況、環境、ご本人やご家

族の希望などをお伺いし、居宅サービスなどを適切に利用できるように、サービス種類・内容など

の計画を作成し、サービスの提供が確保されるように、居宅サービス事業者や介護保険施設など

との連絡調整を行います。

また、当事業所では、特定事業所加算江を算定 しています。「特定事業所加算」は、専門性の高い人材の確保や支援

困難ケースヘの対応など、事業所全体としてより質の高いケアマネジメントを実施している居宅介護支援事業所に対して、

一定単位数を加算されるものです。

24時間電話相談対応
(当センターと契約済の方のみ)

Rコ ー ドを読み取って
し当

,こi名

アップル登美ヶ丘では、小規模多機能型居

(ショートステイ【個室】)」、「訪問介護(ホーム

加されたことにより、

応が可能です。

|

介護を必要とする状態になつても住み慣れた地域で、

これまでの生活を維持し、尊厳をもつて暮らしたい。そ

うしたご本人ご家族の思いに応える地域密着型のサー

ビス「小規模多機能型居宅 に、「訪問看護」サー

ビスが付加されたもの 多機能型居宅

介護」です。看

宅介護の「通い(デ
ヘルプ)」の3つの

医療依存度の高い方

チ 説随畝ラゥュララッ夢tし専 前
訪問看護とは、病気や障害を持つた方が住み慣れた地域やご家庭で、その人らしく療養生活を送れるよう

に、看護師等が生活の場へ訪問し、適切な看護ケアや家族へのアドバイスを行い、 自立援助と療養生活を
支援するサービスです。

JI豊襲り丘ゥリェッタノ 古哲塊思 礁竜人専数用晃
囲弱3。硼 。嘔力刺直配暗弗〓増舅ョ働霜3 評死火諸霞腰∬Pヾ

可能です。
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診療時間 月 火 水 木 金 土 日

午前
9:00-
12:∞ O O O O O O

午 後
400～
5:30 〇 ○ O

下記Q
くださ

|

ビス 」、「泊

スに加え、新

取り

祝日は休診、駐車場完備。場所 :アップル学園前lFTEL10742-41-6556
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